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解答・解説 

２０２５年２月４日 実施 

藤田医科大学 
医学部 前期  数 学 

（制限時間 １００分） 

D(- 2ax + 4at5= 0
ロ ( 3 ) 判別式 をタとすると 白0
( 1 ) ¢ : Y =x 3. Y: 3ピト 4:GE [4a+ 5 )0

したがって = 0のときY ニ-18)法線の自きは点 G+ 1( ) (a-5 )≡ 0
: . AE - 1 .5 EG ーめ

このとき 解 と係数 の 関係利
αt β= 2 cN;. { δβ= 4a+5

よって
2

の +β= ( α+β)?_ C αβ

① の O における接線は自きが十 であり､ ①が = Ra }
2
- 2 (4a+ 5)

- Kolco で 上にるだから ､Cの - 1EE0 の部分は : 4a
'
-8a -co

この接線よりも下狙側にある｡
= 4 (a= 13

=-[
4

したがって0 の部分を Y軸まわりに回転してで ①8 り味 のとき 最となるる
きる立体は 図の 三両形 OAB を回転したもの
故に 14) % 1 回目 までに 1が 9関出るので M ≡ Oとして

も =飛に3 ×一匹にふいら ← 2
Pu - n- cC9 . '(β) 9-

(5
j

に - .

= 品fin= cお c と
()
En=岡tisi:
s isi ､とで")

}
"

cc
5

;
どで:Lぽjさ☆
( (ゃ"arg (zn)

= n (でπ -π)
= 29π f(331 楽5 n 76En-93 n ≤ 53

|E｣ だからZa=1 となる条件は f (n ) = 1 楽 n = 54

fEnsE 1 楽 の ≡ 555

な
29U
π =π ( m:整数)

よって POCPi≤ . . cP5s < P54 = Pis > B5os
…

これを満たす最りの 目然数n は
Bu を 最大 とする 最く人 のm は 烈

6



２０２５年度 医学部専門予備校 組 解答速報 

− 2 − 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

(5) lim (+2 l t 2x ) (8 ) f(x3 = 3±3 -
2t3が_ 3

-tt 以

D(､ _∞

= lim た~ 3
” とおくと

7(~
､n能+てし_ 2 人4

x'+x_ 4)と

と 飛｡飛飛 …来 fl3 =るt-2

これを 8 (t) とおく､

(6 ) Ai= 1 .Ane =Antyn 8 ctコ = t+ 式 ブー 式
1

NE 2 のとき た一濁 のときmin ーな
a^

: :!
臨kc

*”遠 )k ( K+)-kCKullkKz) 1
たー潼 8) ーぷ”ニー 式 を 満たすかは
2 - (3)

2
±3.30- 2 = 0

= 1 + 引 (3+1 ) m (n- 1 ) 22.3 〉 ([+2] = 0 : .=き
より ｡確かに存在する

An 3 2025 .

A 18 z け 引 . 718- 19 = 1939 ( 9 ) 5人の身長のデータをつくとする

Ais = 1 t ず . 18. 19 - 20 = 2281 x : 961 , 163, 167, 129.

685

: :で､ ≡ 2% + 1R 1 とおくさ

y : ~ 5 .

- 4 ､

- 2
. 4 . 7 .

Y 2 : 25 .
16 . 4 .

16
.

49嚥裂感a ⑪Qr
B

であるから

blatzb) =aCatb) 1 線迎5t1+ 4 - 10- 49“品Abt2b =arrab

A: 2b
マ O@ A

a= ib
. よって Sy

=

y -(Z)=22.
つまり OA=AB の直=等地海形である

｡

OP= PA =で : )よりBP はCABO のニ等線 ｡

したがって S ..=
×Sz=

け｢五一方
､ BQ= OB ×

｣ + Cは全) 凸け｢2
こ 全× OA×ー

2+､｢足
= OA .

したがって BQ = ABである
､
. は

つまり 三角形ABQ はこ等辺浦形 め
であり

､
直線BRがこれをこ等分 し ( R

.1
BRIAQである ｡ 0 FD A

よって GPRQ =CARB= 900
～

OA= b . OB= A とすると 解けるので､ おそらく
､

この a . b は 辺の長をのことであろう

Rz(n-r ) n

0819 w8 . 191939
⑤ o18.19 .2281

820
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② Q. : Y =t 2C《+) xt 4k+ 3 ③ 6
m
= 27+4 .

.

①: は = ピ +RCK-)x - 4K +3
.

'

220より右辺はチより大きい｡ したが､ ?m Ʃ である

またこのとき ､左地は 6以上でありで +426 .故 にいを
｡

1]lをy2K2) にとおく つまり 昨m は正の整数である ｡

Q. C を 重立 した () n ころのとき
D2+ 2 [6+1335 +4k43 =[ 21C+2m )5t

6M = 2
~ (2)

2 ~ 2m( -1) x +4c+3 の = ー①
判別式 を 円 . とするとね .

= 0 よて 右辺は 2の倍数となるが 2の倍数で
B

1/4 = Cm- 132 - 4k-3th =0
.

-② はない
､ しこがっ2 みこ 己が必要 ､ このとき

l.とを連立して
36 = 2±4 . : n=5 .

[292 [ K-133x4k 3 =( 2K +cm)ltn
(《i) N= 2 のとき

7(
2
_ 2 (mtr) ?[ _4K+3-の = 0 人③

判別式 を々とするとマ = ロ 6H = 23
日
=(4 = (mt1 )

2
+4K- 3tn = 0 ～④ これを満たす m は 存在 しない ､

③ -④ より

- 4m - 8 K = 0 .
m =､2k. (iii ) n = 1のとき

③ よりm = - (-2K-1
)
+4k+ 3

GM = 6 .
. m = 1

.

∴ .( m

. n >= ( 1 ) ､ [ 2 .

5 )
ニ 一 4E

2
+2

したがって C: y=-2K 問 6m = で ± 4

( 2) 接点の λ 座標はめ . ③の重解だから 両辺を 3 で割った余りで 考える ､

のに m - 一 にってKーし ､β= mtに一2K+ い 6
m
= (3 - 1 )

"
+ 4

とおく ､また ①
､C2 の点は 犯はで割 り 切 れるので右犯が3で割り切れる

D(
'
+ 2 (《+1) lt4K+ 3 =t 2 Cks )x - 4k+3 ためには [3-1D "=3 M +G " ( M:整数)

4(a - 8 k : つにーてK
をるで割った余りが 2になることが必要

造.
よってみる 奇数であり N= 2Ct 1 (loa0以上の整数?

6m =
2et

+ 4

6m = 2. 49+4
.

=σ ときみ = 1でありこれを満たす｡
したがって面積 は l1のとき也 は 4の倍数となり 松 .

{= flotpose { .
*

"o-zcePdy ここで
6
M- 2
. 36 = 8×4e

-1
+ 4

956
m-2

= 2×4
e-1
+ 1

.

” I? 1 のとき右辺る奇数となる｡にるのとき祖は

偶数となり不適よって m=2 . このとき
9= 2 × 4e-1t 1
: θ-に 1 : .= 2

したがって 逃 e
) = ( 1 . 0 ) , ( 2 .

2 )

: . [min >= ( 1 . 6 ) , [ 2 .

5 )


